
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 現在はインターネットポリシースペシャリストとして行政や教育関係機関などと協力し、インターネット時代の

青少年問題課題解決の調査・研究や啓発活動を行っている 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

2022 年 10 月 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 

〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 

TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  

E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： https://tsuzuki-myplaza.net/newhome/ 

第１73 号  

9 月の入館者数: 1,213 人 （2007 年 12 月 10 日～20２2 年 9 月３0 日までの累積総入館者数:  366,033 人) 

 

11 月 3 日の区民まつりに、ボツワナ大使館＆MY プラザブースを 3 年ぶりに出店します！残念ながら、大人

気のボツワナビーフシチューは、提供することができませんが、元青年海外協力隊員の方が、現地の村おこしの

ために制作した手作りアクセサリーを販売する予定です。ボツワナの布を使ってカレンダーを作るワークショッ

プも予定しています。皆さまにボツワナを知っていただく絶好の機会、ぜひお越しください。お待ちしています。 

 

SNS を使ったトラブルは「SNS の正しい使い方を

教える」ことで解決をするのでしょうか。ネット社会

の構造を知り、その中で子どもは何に困り、何に悩ん

でいるのか、情報社会に生きる子どもたちの生きづら

さについて考えます。 

ゲーム・スマホがやめられない～毎日は「どうしたらいいの？」の積み重ね～ 

定員  先着 30 名 

申込受付 10 月 11 日(火) 10：00～  

講師：宮
み や

崎
ざ き

豊
と よ

久
ひ さ

さん 

 
ボツワナの布を使って、来年の

カレンダーを作りましょう！ 

 2018 年の区民まつりの様子 

 
アクセサリーの販売も。どんなもの

があるかは当日のお楽しみ！ 

思春期セミナー開催のお知らせ 

・学校課題解決支援専門家 

・インターネットポリシー 

スペシャリスト 

・日本思春期学会性教育認定講師 

・千葉県認定里親 

現在はインターネットポリシースペシャリストとして行政や教育

機関などと協力し、インターネット時代の青少年問題の調査・研究や

啓発運動を行っている。 

参加費 無料 

詳しくはチラシ、ホームページをご覧ください。 

開催日 11 月 13 日(日) 10：30～12：30 

会場 つづき MY プラザ 



 

 

 

 

   

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

                      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中高生のための、夏休みボランティアを企画運営する STEP UP プログラムの第 7 期メンバーが、9 月 18 日に 

１年間の活動を振り返り、「普段は関われない、たくさんの人と交流できるのが一番の魅力」と話してくれました。 

また、翌週 25 日には、第 8 期の第 1 回ミーティングがあり、来年の夏に向けてスタートしました。 

 

 

 

 

金木犀の香りに秋の訪れを感じます。外に出

て空を見上げてみませんか？美しい夕焼け

が見られます。新しい発見があるかもしれま

せん。健康的な毎日を送りたいですね。

（Y.O&W.L） 

編 集 後 記 つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                 
開館時間 平 日：午前１０時～午後 9 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時  
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 

【やさしい日
に

本
ほ ん

語
ご

で伝
つた

えてみよう】 【外国につながる子どもの支援者養成講座】 

9月
がつ

、MY プラザでは 2 つの講
こう

座
ざ

を開
かい

催
さい

し、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して暮
く

らすために、多
た

様
よう

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

して互
たが

いを理
り

解
かい

し合
あ

い、

寄
よそう

り添
そ

う気
き

持
も

ちを持
も

つ
つ

ことの大
たい

切
せつ

さ
さ

を学
まな

びました。 

講
こう

師
し

：岩
いわ

田
た

 一
かず

成
なり

さん 
聖心女子大学現代教養学部 

日本語日本文学科教授 

・日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

といっしょに、「やさしい

日
に

本
ほん

語
ご

」を使
つか

ってたくさんおしゃべりしましょう。 

・区
く

役
やく

所
しょ

や地
ち

区
く

センターで 働
はたら

く人
ひと

は、わかりやすいお知
し

らせ

をつくりましょう。「ひらがな」が読
よ

める人
ひと

が多
おお

いです。 

・自
じ

治
ち

会
かい

町
ちょう

内
ない

会
かい

の人
ひと

は、外
がい

国
こく

人
じん

にも日
に

本
ほん

人
じん

にも、英
えい

語
ご

より「や

さしい日
に

本
ほん

語
ご

」でつたえるとわかりやすいです。 

❀参
さん

加
か

者
しゃ

アンケートより抜
ばっ

粋
すい

                   

�����ひらがな大
だい

事
じ

だな！と思
おも

いました。つい英
えい

語
ご

で話
はな

しか

けますが、「こんにちは」から始
はじ

めようと思
おも

いました。 

 

ワークショップで災害
さいがい

のときのお知
し

らせを作
つく

ってみました。 

講師：門
かど

 美
み

由
ゆ

紀
き

さん 

白
しら

濱
はま

 小
さ

恵
え

子
こ

さん 

金
かな

澤
ざわ

 信
のぶ

之
ゆき

さん 

横浜市日本語支援アドバイザー 

東洋大学人間科学総合研究所 客員研究員 

神奈川県高等学校教育研究所 特別研究員 

外国につながる子どもたちが安心して毎日を送り、

将来に希望を持つために、「学校」・「行政」・「地域」が

連携して、子どもとその家族を切れ目なく支援してい

くことの大切さを学びました。また、子どもたちに寄り

添うために、たくさんの事例をとおして、子どもたちの

置かれている現状と子どもの気持ちについてもお話し

いただきました。 

❀参加者アンケートより抜粋                  

�����「子どもたちに勉強を教える」ボランティア活動が 

「地域の支援」として「家族の支援」にもつながる事

を認識させられました。               

�����外国につながる子どもと親が、地域にうまくなじむ

ことができる機会や場所が必要だと感じました。 

�����子どもたちのやる気を引き出すこと、長く見守り、

寄り添い続けることは、とても重要だと思いました。 


